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　　　　　  （グル プーA）
図2-2　グル プーAの使用楽器（2）―

































































































































































































図4-3　シ ルーボ ドーアンケ トーにシ ルーを貼る様子
　　　　  （Bグル プー）

図4-4　シ ルーボ ドーアンケ トーにシ ルーを貼る様子
　　　　  （Bグル プー）
4 まとめ
1）「音の絵本」の有効性
子どもたちの姿や保護者からのアンケー ト結果より、
「音の絵本」が絵本をより面白くし、音への興味
関心を高めるものとして有効な手段であることが
示唆できた。
子どもたちは「音の絵本」の準備段階の時点
で、用意されている楽器を覗いたり、知っている楽
器の名前をあげ、絵本の読み聞かせ時とは違う
雰囲気を感じ取り、作品への期待も高まったといえ
る。TVやCDといったスピー カから流れる音楽で
はなく、生の楽器が物語の進行と共に奏でられる
ことで、音の鳴らし方、楽器と音の一致など視覚
的にも、音への意識が強まったのではないだろうか。
冒頭時や、特徴的な音の時には、顔を向けたり声
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を出すこともあったが、物語を遮り集中できていな
いわけではなく、注意深く音を聴いている、見つめ
ている姿であった。
保護者の姿としては、アンケ トー時にみられた子
どもの楽しむ、あるいは音への興味関心を寄せる
姿について喜びを感じている視点が特徴的であっ
た。これは、「音の絵本」から発せられる音への
感受や絵本を一緒に楽しむ気持が、「音の絵本」
を介して共有できていることが重要であるといえる。
子どもが楽しんだり面白さを感じることも必要だが、
それを保護者自身も感じ共感することで、子どもも
より一層、その出来事に対して興味関心を持って
深めることができる。こうした親子のコミュニケー ショ
ンを「音の絵本」通して行っていたといえる。
以上のように、「音の絵本」は、音への興味関
心を高めるだけではなく、絵本の面白さや味わい
深さにも触れることができたといえる。また、親子で
体感することによりコミュニケーションの一助になっ
たのではないだろうか。
2）課題及び今後の発展として
今回実践発表をした「音の絵本」が好感を持
てた要因として、題材の選別と音（音楽）バランス
の探求があげられる。学生も題材については時間
をかけ、音のイメー ジをして決定にいたったが、一
般的な読み聞かせとは違い、音楽的な場面展開
ができる、あるいは音をつけることによってより効果
が生まれる題材を選択する必要性がある。これら
は、多種多様な絵本や物語に触れることによって
成り立ち、題材研究を深めて音楽に着手すること
の重要性がいえる。また、物語を邪魔せず音楽
や音がバランスよく、より効果的に聞こえるにはど
のようにすべきか、何度も読み聞かせとの練習を
積み重ねていかなければならない。これは、音楽
の中でも演奏技能ではなく創作力に比重が置か
れ、保育を目指す学生が、在学中、中心的に学
ぶピアノ技能とは異なる。そのため、今回の学生た
ちは絵本の場面から「コミカルにしたい」「かっこよ
くしたい」「朝っぽくしたい」などの言葉のイメー ジ
があっても、それをどのように音楽として創作してい
けばいいのか苦闘している姿があった。また、動
作の効果音に偏らないよう、BGMになりすぎない
よう音の入れる箇所やタイミングも丁寧に考えなけ
ればならず、創作活動の難しさが伺えた。
地域実践では、「おはレス」が絵本図書館とし
て広く活用され定着されていることや、それらが地
域の子育て支援の一助となっていることも、今回
の実践発表の重要な側面である。保育学科の学
生にとって、実際に子どもや保護者と接し、自分た
ちの学習を活かすことのできる体験は、何にも代
えがたいものであり、実感することでその必要性や
学びを得ることができる。特に、音楽という目に見
えない表現をいかに、子どもたちの関心を寄せ展
開をしていくのかを学ぶためには、子どもの反応
がイメー ジできていなくてはいけない。そういった
生の声や動きを感じながら、自身が音楽を展開し
ていくことの大切さを科目担当教員としても考える
ことができた。
今回は「音の絵本」の地域実践発表に焦点を
おいてまとめたが、教材研究として、学生自身がこ
の実践発表を踏まえてどのように振り返ったのかと
いった分析や、実践発表での子どもの様子の変
化や保護者向けのアンケー ト調査の分析を深める
ことにより、音への興味関心を育む教材として「音
の絵本」の有効性がさらに示唆できるといえる。ま
た、地域実践を繰り返すことによって、「おはレス」
のような地域に密着した子育て支援活動として広
く根付いていければと願う。
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